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１．研究計画の概要 
(1) 咬耗症高感受性マウスである C57BL/6
マウスの雌個体に咬耗抵抗性マウスから F2
マウスを得る。 
(2) F2 マウスの咬耗度と DNA マーカーを用
いて連鎖解析を行う。 
(3) 得られた連鎖情報と咬耗のスコアを指
標として咬耗に関与する染色体領域を明示
する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
（1）研究試料および方法 
① マウス 

咬耗高感受性マウスとして C3H/HeJSlc
（以下 C3H）を，咬耗低感受性マウスとし
て C57BL/6JSlc（以下 B6）を交配させ F1
マウス（雄 C3H×雌 B6）を得て，さらに F1
マウス同士を交配させ F2マウス雄 16匹を
得た。 

② 咬耗状態の判定 
すべてのマウスは 260 日齢にて CO2を用

い安楽死後，左右の下顎を摘出した。左右
下顎臼歯部を Micro-CT 撮影し，得られた
画像を 3次元構築し，咬耗面の面積を求め
た。咬耗面の面積から F2 マウスを咬耗高
感受性マウス 7匹と低感受性マウス 9匹に
分別した。 

③ DNA pool PCR 法 

7．遺伝子判定 
⑦DNA pool PCR 法から interval mapping を
行った。 
第４番染色体 71ｃM 付近と第 13 番染色体 26
ｃM付近が候補領域となった。（K Ogawai,T 
Maeda: Linkage analysis of tooth attrition 
using pool DNA in inbred mice : PDJ, 20 : 
in print 2010） 
また、研究の過程で咬耗の度合いを決定する
のは歯質の強度と考え、マウスエナメル質へ
の酸性飲料水の影響を in vivo で明らかにし
た。（文献 1）また、同時に咬耗には咀嚼圧が
関与していると考え、咀嚼力との相関が高い
とされる下顎角に注目し、下顎角を規定する
遺伝子を連鎖解析法を用いて、推定すること
ができた。（文献 2） 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
 咬耗の度合いを決定する候補遺伝子が座
位する第 4 番染色体と第 13 番染色体を捉え
ることができた。また、咬耗と関与する咀嚼
圧、それに相関のある下顎角の大きさを規定
する候補染色体を導き出し、さらにイオン飲
料水のマウスエナメル質への影響を明らか
にした。しかしながら咬耗の原因遺伝子の絞
り込みが遅れている。咬耗の原因遺伝子の解
明が遅れている。それは、解析に必要な F2
マウス数を得るのに時間を要したためであ
る。 

候補遺伝子の特定を目的としてDNA pool 
PCR 法を用いた。 

④ PCR 
 C3HとB6マウス間において多型を有する

計 53 個の Mit プライマーを使用した。抽出
DNA を鋳型とし，PCR で増幅した。 

 
 



４．今後の研究の推進方策 
 2 染色体に MIT マーカーならびに SNP を用
いてさらに染色体領域を狭めて候補遺伝子
を推定する。さらの Genechip から得られた
両マウス間で差異を示す遺伝子の中から、
detail mappingから得られた遺伝子を総合し
て原因遺伝子を明らかにする。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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